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◆参加民主主義の陥穽

　だが，このような運動の影響力と，判断の正しさや知性の高さは別問題だ．多く
の人々が参加した運動が，より優れた政策を生み出すとは限らない．スマートモブ
化とは人々の協力のあり方の変化であり，結果の善悪とは関係ない．ポピュリズム
や衆愚政治に陥り，悪しき独裁者を生み出す可能性もある．スロウィッキーによれ
ば，集団の判断が誤るのは，その集団が，①意見の多様性，②独立性，③分散性，
④集約性という条件を満たしていないためだ．有益な情報を集めても集約に失敗す
れば政策効果は十分に得られないし，独立性を保たず周囲の意見に安易に同調した
り，影響力の大きな人物の判断に従ったりしていては，判断を誤る可能性が高い．
　しかも，ICTはさらに負の効果を生む可能性すらある．キャス・サンスティー
ン（Cass Sunstein）は，ネット上のコミュニケーションでは，同じ意見を持つ人同士
が仲間になりやすいため，主義主張の純化や先鋭化が進み，異なる立場の無視や排
除が強化される（サイバーカスケード）と指摘している．この現象が進むと，異なる
立場の間の対話や社会的な共通体験など，民主主義の基盤が社会から失われる．こ
れでは集合知は発揮できず，社会的な対立や混乱が進んでしまう．
　つまり，人々の集合行動には高い知性を発揮する可能性や，物理的な力で社会を
動かす可能性がある一方で，「失敗」することも少なくない．しかし，Twitterのよ
うな強力な伝播性を持ったリアルタイムメディアやその他のICTを用いることで，
従来よりも集合行動がしやすくなっているのは事実であり，また民主党政権が舵を
切った政府の情報公開や国民参加の促進はしばらく止まらないだろう．今後は従来
以上に，めまぐるしい変化や大きな変動，大きな混乱も起こると予測されるが，多
くの意思決定が一般の人々には見えない政官業の「鉄の三角形」の中で行われてい
た頃に比べれば，格段に多くのことが可視化されるのは間違いない．政策過程の変
化を，集合知や民主主義の増進に結びつけるよう，制度を構築していくことが求め
られる．
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